
73 技術開発・普及推進事業
【３３４ 】（５２４）百万円

対策のポイント
・電動漁船などによる二酸化炭素排出量の大幅削減及び漁船の安全性向上の

ための技術開発を実施します。

・水産分野の地球温暖化対策として、温暖化に適応した養殖品種の開発及び

藻場・干潟の炭素吸収機能の評価等を実施します。

＜背景／課題＞

・漁船漁業は、化石燃料に大きく依存するとともに、多くの人命を失う転覆事故等が多

発しています。また、我が国周辺の海面水温は過去１００年間で世界の海洋全体の２

倍強の割合で上昇しており、 です。水産分野における地球温暖化対策が必要

・これらに対応する技術の開発や開発した技術の となっ漁業現場への普及が緊急の課題

ています。

政策目標
大幅な二酸化炭素削減効果のある技術を開発し、当該漁船における１０％

以上の省エネ・省コストを実現（平成25年度まで）

＜主な内容＞

１．漁船等の省エネルギー化、安全確保を促進する技術の開発
電動漁船の開発、漁船の安全性向上のため二酸化炭素排出量の大幅削減に資する

を行います。の船体改造技術の開発等

漁船等環境保全・安全推進技術開発事業 １６４（３１２）百万円

補助率：定額

事業実施主体：民間団体等

２．水産分野の地球温暖化対策、バイオマス資源の利活用技術の開発
。温暖化に適応した を行います養殖品種の開発 藻場・干潟の炭素吸収機能の評価、

また、 を行います。未利用水産資源から有用成分を抽出する技術開発

地球温暖化対策推進費 ６６（８２）百万円

水産業振興型技術開発事業 ３０（４６）百万円

補助率：定額

事業実施主体：民間団体等

３．技術等の漁業現場への普及
水産業普及指導員により漁業現場に普及 沿岸漁業等の生産開発した技術等を し、

を図ります。性の向上、漁家経営の改善等

水産業改良普及事業交付金 ７５（８４）百万円

補助率：定額

事業実施主体：地方公共団体

［お問い合わせ先：水産庁研究指導課 （０３－３５０２－６７７３（直 ］））



    技術開発・普及推進事業 
 

○ 漁船漁業は、化石燃料に大きく依存するとともに、多くの人命を失う転覆事故等が多発 
○ 我が国周辺の海面水温は過去100年間で世界の海洋全体の２倍強の割合で上昇 
○ これらの課題に対応する技術の漁業現場への普及が不可欠 

 

 
 

 

  
 道府県の水産業普及指導員による巡回指導を通じ 
技術開発成果を漁業現場へ普及 

漁船等環境保全・安全推進技術開発事業 
                           １６４百万円（312百万円） 

水産業改良普及事業交付金 ７５百万円（84百万円）                

地球温暖化対策推進費 ６６百万円（82百万円） 

水産バイオマス ３０百万円（46百万円） 

【平成24年度概算決定額  ３３４百万円】 

二酸化炭素排出量の大幅削減に資する 
電動漁船の開発 

漁船の安全性向上のための船体改造技術の開発 

漁船を長期に省エネ・低コストで使用するリニューアル技術
の開発 

未利用水産資源（ヒトデ等）から有用成分を抽出す
る技術の開発 

温暖化に適応した養殖品種の開発 
 

藻場・干潟の炭素吸収機能の評価 

高水温耐性ＤＮＡマーカー 高水温耐性ＤＮＡマーカー 

（ＤＮＡマーカー等を活用した選抜育種技術） 

短期間で効率的に
優良な形質を有す
る養殖品種を開発 

高水温耐性 

電動船外機の導入 

①関連機器における漁船特有の振動、  
衝撃、騒音、塩害対策等 

②電動推進システム導入に適した漁業 
種類や操業方法の拡大 

安全性向上のための改造指針を作成 

改造指針に基づき既存漁船の改造 

背景 
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